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ヒューマノイドで日本は勝てるのか 

2026 年 10 月時点の多角的評価（知財・標準の視点を含む） 

2026 年 10 月 19 日 

Claude Opus 5.5 

結論 

完成品ヒューマノイドの量産・価格競争では、日本は「勝てない」可能性が高い（中国が世界出荷

の 8 割超を握る）。一方、「重要部品」「高信頼・高負荷の産業用途」「安全・品質の標準と認

証」「現場データ」に絞れば、日本は「負けない」ポジション、条件次第では「勝てる」ポジショ

ンを取りうる。ただし、その主要な防衛線である減速機でも中国勢の追い上げは速く、残された時

間は限られる。 

 

要点 

・ 完成品・量産：劣勢（勝てない）。 2026 年上半期の世界出荷は 2.2 万台超で、上位 5 社はすべて

中国企業、合計シェアは 86%[1]。日本の完成品は川崎重工 Kaleido9 や KyoHA の試作機などに限

られ、量産出荷はほぼゼロ。羽田の JAL 実証で使われているのも中国製機体（Unitree G1 ほか）

である[2]。 

・ 部品・産業ロボット資産・知財の「質」：まだ優位（負けない）。 ハーモニック・ドライブ・シ

ステムズ（HDS）とナブテスコは精密減速機の上位を握り[3]、特許の「強さ」で上位 10 組織にフ

ァナックと川崎重工が入る[4]。ただし中国製の波動歯車減速機は、同等仕様で日本製より 40〜

60%安いとの業界推計があり[5]、中国国内の代替が進んでいる。 

・ 勝ち筋は「部品＋安全・認証＋現場データ＋特定用途」の組み合わせ。 政府は「AI ロボティクス

戦略」で 2040 年 1,000 万台導入・世界シェア 3 割を掲げ[6,7]、国産基盤モデル（FRONTia、初年

度約 3,873 億円）に大型投資する[8,9]。ただし、AI 基盤と量産規模で米中に追いつく前提は楽観的

と見るべきである。 

凡例：本文は確認できた事実を基本とし、筆者の分析・推論・予測には【分析】と記す。一次資料で確認できていない

数値は「二次情報」「未確認」と明記した。 



- 2 - 

1．領域別の判定（結論の要約） 

領域 判定 根拠（要約） 

完成品（汎用ヒューマノイド
の量産） 

✕ 勝てない可能
性が高い 

中国が出荷の 8 割超[1]。Unitree G1 は約 1.35 万ドル（基本モデル）、
AgiBot X2 は約 2.4 万ドルで販売[10] 

完成品（高負荷・高信頼の特
定用途：災害・重作業・原子
力） 

△ ニッチで勝ち
うる 川崎重工は災害現場を最終目標に据え、高トルク・高剛性に強み[11] 

減速機・アクチュエータ等の
重要部品 

○ 現状優位、た
だし侵食中 HDS・ナブテスコの寡占は続くが、中国 Leaderdrive などが急伸[12] 

AI・基盤モデル（VLA 等） ✕ 劣勢 米国（Physical Intelligence、Figure、NVIDIA、DeepMind）が先行。
日本は FRONTia・AIRoA が 2026 年に始動したばかり[8,9] 

現場データ（製造・介護・災
害・廃炉） 

△〜○ 潜在的な
強み 経産相が「勝ち筋」と明言[13]。ただしデータ流通の仕組みは未整備 

安全規格・認証 △ 機会はあるが
関与は未確認 ISO/CD 25785-1 は米国勢が主導。日本の関与は確認できず[14] 

特許（量） ✕ 形態関連の有効特許で中国 73%、日本 7%[4] 

特許（質） ○ ポートフォリオ強度で日本 10%（中国 63%、米国 11%）[4] 

資金・量産能力 ✕ 米中の民間資金・上場市場の規模に大差[15–17] 

 

2．世界の競争状況 

2-1．出荷台数：中国が圧倒、ただし統計は大きくばらつく 

・ 2025 年通年： Omdia は世界出荷を約 1.3 万台とし、AgiBot を 1 位（5,168 台、シェア 39%）、

Unitree を 2 位（4,200 台）とした[18]。Unitree は目論見書で 5,500 台超・シェア 32.4%と自己申

告しており[19]、調査会社の推計と食い違う。 

・ 2026年上半期： Counterpoint（2026 年 8 月 20 日）は世界出荷を 2.2 万台超（前年同期比約 300%

増）とし、AgiBot 9,700 台（43%）、Unitree 7,000 台超（31%）、上位 5 社（AgiBot、Unitree、

Galbot、UBTech、Leju）で 86%とした。2026 年通年は 5 万台超を予測している[1]。 

・ 推計の食い違い： 同じ上半期について、IDC は約 2.5 万台（AgiBot 8,600 台超・約 35%）とした

[20,21]。ほかにも複数の推計があり、調査機関によって数値に大きな幅がある。 
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・ 用途の実態： 出荷の 6 割超はエンタメ・パフォーマンス、データ生産、研究用途[1]。IDC では研

究教育・展示・政府データセンター向けが 69%で、スマート製造は 13%、倉庫物流は 5%にとど

まる[20]。 

・ UBTech： 2025 年のフルサイズ・ヒューマノイド売上は 8.206 億元（2024 年は 3,560 万元）、納

入は 1,079 台[22]。 

【分析】「量産」といっても、現状の需要の中心は工場での実作業ではなく、研究用途と補助金に支

えられたデータ収集である。 

2-2．米国：資金・AIで先行、量産は遅れ 

・ Figure AI： 2025 年 9 月のシリーズ C で 10 億ドル超を調達し、評価額は 390 億ドル（post-money）

[23]。 

・ Physical Intelligence： 2025 年 11 月に 6 億ドルを評価額 56 億ドルで調達。2026 年には評価額

110 億ドル超で約 10 億ドルを調達する協議中と報じられた（未確定）[24]。 

・ Apptronik： シリーズ A 累計は約 9.35 億ドル[25]。 

・ Tesla Optimus： 2026 年 4〜6 月期の 10-Q では「大規模生産に向けた準備と投資」の段階と記載

[26]。第 2 四半期の株主向け説明では、フリーモントで量産ラインを設置中とした[27]。生産台数は

開示されていない。 

・ 資金総額： Dealroom によれば、ヒューマノイドのスタートアップは 2026 年 1 月〜7 月 22 日に約

87 億ドルを調達し、2025 年通年のほぼ 2 倍[15,16]。 

2-3．中国：産業政策＋資本市場＋サプライチェーン 

・ 政策： 第 15 次五カ年計画（2026〜2030 年）は「具身智能」（エンボディド AI）を新産業の重点

トラックに位置づけた[28]。工信部（MIIT）は 2025 年 12 月にヒューマノイド・具身智能の標準化

技術委員会を設け、2026 年に「標準体系（2026 年版）」を公表した[29,30]。 

・ 資金： 中国政府は 2025 年 3 月、ロボット・AI などの先端分野に向けて、国家発展改革委員会

（NDRC）主導で 20 年かけて約 1 兆元（約 1,380 億ドル）を集める政府系ベンチャー・ファンド

の設立を表明した[31]。工信部は 2026 年の生産台数が 10 万台を超えるとの見通しを示したと報じ

られている[32]。 
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・ 上場： Unitree は 2026 年 8 月 6 日に上海 STAR 市場（688836）で 1 株 150.80 元で値決めした。

評価額は約 610 億元（約 90 億ドル）[17]。 

・ バブル警戒： NDRC の担当者が過剰生産能力のリスクに公に言及した[28]。需要の中心が研究・教

育・展示・データ収集にあることも、過熱を警戒する見方の根拠になっている[1,20]。 

2-4．韓国・欧州 

・ 韓国： 現代自動車グループは、Boston Dynamics の Atlas を自社工場に 2.5 万台超導入し、2028 年

までに年産 3 万台の能力を持つ計画。Hyundai Mobis が米国にアクチュエータ工場（年 35 万台、

2028 年〜）を設ける[33,34]。現代自動車の労働組合は 2026 年 1 月、労使合意なしには新技術を使

うロボットを職場に入れないと表明した[35,36]。 

・ 欧州： 独 NEURA Robotics は最大 14 億ドルの大型調達が報じられた[37]。独 Agile Robots は、特

許強度で見たスタートアップ上位 10 社に入る[4]。 

2-5．市場規模予測：幅が 100倍以上 

出典（時点） 予測 

Goldman Sachs（2024 年 2 月） 2035 年に 380 億ドル、140 万台[38] 

Goldman Sachs（2026 年 9 月、二次報道） 2035 年に年約 650 万台へ上方修正[39] 

Morgan Stanley（2025 年、二次報道） 2050 年に約 5 兆ドル[40] 

Interact Analysis（2026 年 5 月） 2035 年に約 150 億ドル（売上）[41] 

Macquarie（二次報道） 2035 年に約 1,390 億ドル[42] 

Counterpoint（2026 年 8 月） 2026 年に 5 万台超[1] 

経済産業省（2026 年） 多用途ロボットの世界市場は 2040 年に約 60 兆円[7] 

 

【分析】2035 年予測だけでも 150 億〜1,390 億ドルと約 10 倍の開きがあり、主因は市場の定義（ヒュ

ーマノイドのみか、多用途ロボット全体か、保守・サービスを含むか）にある。経営判断では 150 億

〜380 億ドルを基本ケースとし、上振れはオプションとして扱うのが妥当である。 
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3．日本の現状 

3-1．完成品 

・ 川崎重工： 2015 年に開発を始め、現在は 9 代目の「Kaleido9」[43]。2026 年 10 月には松尾研究所

と組み、NVIDIA のシミュレータを使った Sim2Real の強化学習で、約 22.7kg のカゴを両手で運ぶ

デモを開発着手から 6 週間で実現した。最終目標は災害現場である[11]。 

・ KyoHA（京都ヒューマノイドアソシエーション）： 早稲田大学、テムザック、村田製作所、SRE

が設立し[44,45]、NOK なども参画している[46]。2026 年 4 月 28 日の第一次報告会で検証機「SEIMEI」

を公開したが、会場で動作は披露されなかったと報じられている[47,48]。 

・ ホンダ・ソニー： 国産フィジカル AI 基盤モデル会社 Noetra に中核出資者として参画している（ソ

フトバンク、NEC も同様）[49,50]。ヒューマノイド完成品の事業化計画は確認できなかった（未確

認）。 

・ トヨタ／TRI、川田工業、Preferred Networks、Telexistence、Mujin： 2026 年時点のヒューマ

ノイド事業の具体的な数値は確認できなかった（未確認）。 

・ 導入実証： JAL・JAL グランドサービス・GMO AI&ロボティクス商事が、羽田空港のグランドハ

ンドリングで実証を行っている（2026 年 5 月〜2028 年）。使用機体は中国 Unitree G1 ほか[2]。 

【分析】日本の現場実証の「器」は、すでに中国製機体が担い始めている。 

3-2．部品・要素技術 

・ HDSの受注（一次情報）： 2027 年 3 月期第 1 四半期の連結受注高は 241 億 28 百万円（前年同期

比 55.7%増）。会社は増加要因を北米の手術支援ロボット向けのまとまった受注と先端半導体と

説明しており、AI ロボットではない。同時に通期予想を売上高 745 億円、営業利益 85 億円に上方

修正した[51]。 

・ HDSの AIロボット向け： 2025 年 11 月の説明資料では、AI ロボット向けに約 15 社からの引き合

いに対応し、北米のスタートアップ 1 社が量産に移行したとしている[52]。設備投資は 2024〜26 年

度の 3 年で 275 億円（中期経営計画）[53]。社長は量産向けの設備投資計画について「現在は立ち

止まっている」と述べた[54]。 
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・ HDS の投資額・売上目標（二次情報）： 設備投資の約 3 分の 1（約 100 億円）をヒューマノイド

向けに配分し、2026 年度にヒューマノイド向け売上 100〜200 億円を目指すとの報道があるが、

会社資料では未確認[55]。 

・ シェア： ナブテスコは RV 減速機（中・大型関節用）で世界約 60%と自社推計。HDS の波動歯車

減速機のシェアは推計により約 85%から約 58%（売上ベース）まで幅がある[3,5]。 

・ 中国の代替： 緑的諧波（Leaderdrive）は 2025 年の出荷が 50 万個に迫り、2026 年に生産能力を

100 万台規模へ拡大する計画[12,56]。中国製の波動歯車減速機は、トルクやバックラッシの仕様で同

等のまま日本製より 40〜60%安いとされる（業界推計）[5]。中国国内の RV 減速機は、国産シェア

（数量ベース）が 2024 年に 60.8%となり、初めて外資を上回ったとの業界推計もある（二次情報）

[56]。双環伝動は Tesla Optimus と Unitree G1 に減速機を供給していると報じられている[57]。 

・ その他： 日本精工はヒューマノイドの関節向け新製品を 2028 年に投入予定。HDS はセンサー内

蔵減速機の一般販売を目指す[58]。ソニー（イメージセンサー）、村田製作所、ミネベアミツミ、

ニデックなどのヒューマノイド向けのシェアや受注の数値は確認できなかった（未確認）。 

3-3．AI・基盤モデル・データ 

・ FRONTia： 経産省・NEDO の「AI ロボット・フィジカル AI を見据えたマルチモーダル基盤モデ

ル開発事業」。2026 年 6 月 30 日に Noetra と産総研を採択し、7 月 1 日に始動した。初年度は約

3,873 億円[8,9]。主眼は VLA そのものではなく、その前段のマルチモーダル基盤モデルにある[59]。 

・ AIRoA（AI ロボット協会）： NEDO 事業「AI ロボット社会実装用データセット構築と基盤／個

別モデル開発」（205 億円、48 カ月）を受託している[60]。 

【分析】米国は Physical Intelligence、Figure、NVIDIA、Google DeepMind が基盤モデルで先行して

いる。日本の公的投資は金額では大型化したが、開始は 2026 年で、ロボット行動データの蓄積量で少

なくとも 1〜2 年遅れている。 

3-4．政策 

・ AIロボティクス戦略（2026年3月決定、6月改訂）： 2040 年までに AI ロボットを国内に約 1,000

万台導入し、世界市場で 20 兆円・シェア 3 割超を獲得する。認証制度の創設と官公庁需要の創出

を掲げる[6,7]。 

・ 予算： 令和 9 年度概算要求ではマルチモーダル基盤モデル事業が 8,964 億円、AI ロボティクス戦

略事業（新規）が 3,209 億円と報じられている（二次情報）[61]。 
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・ 経産相の見解： 赤澤経産相は 2026 年 6 月 30 日の会見で、高齢者のヘルスケア、災害対応、製造

現場、福島第一原発の廃炉現場などで蓄積されたデータの活用が日本の「勝ち筋」と述べた[13]。 

・ 日本の立ち位置： 経産省は、日本が産業用ロボット市場で約 7 割のシェアを持つ一方、近年はシ

ェアが低下傾向にあると自己評価している[62]。 

・ ムーンショット目標 3： 2026 年の進捗は確認できなかった（未確認）。 

4．知財・標準 

4-1．特許動向 

・ LexisNexis（2026年 7月、2.6万超のパテントファミリーを分析）： 形態（morphology）関連の

有効ポートフォリオは、量で中国 73%、韓国 11%、日本 7%、米国 5%。強さ（Patent Asset Index）

で中国 63%、米国 11%、日本 10%、韓国 7%。日本は量・強さとも伸びているが、平均品質は

2021 年以降低下しており、米国は平均品質が最も高い[4,63]。 

・ 有力組織： 3 技術領域で最強の 10 組織は、ファナック、Alphabet、UBTech、川崎重工、中国科

学院、NVIDIA、Strong Force、ハルビン工業大学、Intuitive Surgical、Samsung。専業スタートア

ップの上位 10 社に日本企業はなく、中国が 6 社を占める。研究機関の保有割合は中国・韓国で 3

割台なのに対し、日本は 1 割未満[4]。 

・ Patsnap： ハードウェア関連の公開 4,868 件のうち、中国特許庁での公開が 71.9%、米国が 9.8%。

出願人別では UBTech 184 件、Fourier 111 件、Figure 107 件で、日本勢の最上位は川崎重工の 53

件（9 位）[64]。 

・ 国内報道： 日経 xTech は、知財分析で見たフィジカル AI 開発における日本勢の強みは産業用ロボ

ット企業群にあると報じた[65]。 

【分析】日本の知財は「量で負け、質と産業用ロボット由来の周辺技術で残る」構図である。中国の

大量出願は研究機関比率の高さと補助金政策が背景で、権利の質は玉石混交とみられるが、中国国内

市場では数の力が侵害リスクや交渉力として効く。日本の弱点は、①専業スタートアップの特許がな

いこと、②AI 制御・学習系での存在感の薄さ、③平均品質の低下傾向である。 
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4-2．安全規格・標準化 

・ ISO/CD 25785-1（動的安定な産業用移動ロボット、ISO/TC 299/WG 12）： 脚型・車輪バラン

ス型を対象とする安全規格で、現在は委員会原案（CD）段階[66]。プロジェクトリーダーは Agility 

Robotics の Kevin Reese で、Boston Dynamics や A3（米国）が中心的に関与している[14,67]。 

・ 日本の関与： 日本企業・専門家が WG 12 に参加していることを示す一次情報は確認できなかった

（未確認）。日本の専門家は、TC 299 の他の WG（産業用ロボット安全、サービスロボット性能）

では歴史的に活動している[68,69]。 

・ 中国： 工信部が「ヒューマノイド・具身智能標準体系（2026 年版）」を公表し、国家レベルの標

準体系を先に整えた[29]。 

【分析】ヒューマノイドの安全規格は「米国が国際（ISO）を主導、中国が国内標準体系で先行」とい

う構図である。日本は産業用ロボットの安全（ISO 10218 系）で長い実績があるのに、ヒューマノイド

固有の規格では存在感が見えない。ここは最も費用対効果の高い挽回余地である。 

5．肯定論：日本が勝てる根拠 

１． ボトルネック部品を押さえている。 減速機はヒューマノイドの部品表で最大級の項目で、1 台

に 2 桁の個数を使う[70]。HDS・ナブテスコの品質と長期信頼性のデータは、工場の高稼働用途で

はまだ代えにくい。 

２． 産業用ロボットの資産と知財の質。 ファナックと川崎重工が特許強度の世界上位 10 組織に入

り、日本の特許強度シェア（10%）は量のシェア（7%）を上回る[4]。 

３． 高負荷・高信頼の用途での技術蓄積。 川崎重工の高トルク・高剛性設計[11]、KyoHA のパワー

モデル[47]、災害・原子力廃炉という日本固有の需要がある。 

４． 国内需要の切迫度。 高齢化と人手不足により、2040 年に 1,000 万台という導入目標が政策と

して明示された。官公庁の需要創出と認証制度も計画されている[6,7]。 

５． 政策資金の大型化。 FRONTia は初年度約 3,873 億円[8,9]、AIRoA は 205 億円[60]。 

６． 中国の過熱が反動を招く可能性。 NDRC 自身が過剰生産能力を警告している[28]。淘汰が起き

れば、品質・信頼性・保守網を持つプレイヤーが選ばれる局面が来うる（【分析】）。 
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6．否定論：日本が勝てない根拠 

１． 量産規模の差が決定的。 2026 年上半期だけで中国勢が世界出荷の 8 割超を占め、通年は 5 万

台超の見通し[1]。工信部は 10 万台超を見込む[32]。日本の完成品の出荷は統計に表れない水準。 

２． 価格。 Unitree G1 は約 1.35 万ドル（基本モデル）、AgiBot X2 は約 2.4 万ドルで販売されて

いる[10]。日本の国産機は量産価格を示せていない。 

３． AI 基盤で後発。 米国は Physical Intelligence、Figure、NVIDIA、DeepMind が先行している。

中国はロボットの訓練・データ収集センターを各地に設け、人手で実機データを大量に集めてい

る[71]。日本の FRONTia は 2026 年 7 月に始動したばかりで、しかも VLA そのものではない[59]。 

４． 資金の桁が違う。 ヒューマノイドのスタートアップ調達は 2026 年 7 月までに約 87 億ドル

[15,16]。Figure 1 社の評価額（390 億ドル）[23]は日本の主要ロボット部品メーカーの時価総額を大

きく上回る。 

５． 部品の優位も侵食されている。 中国製の波動歯車減速機は日本製より 40〜60%安いとされ[5]、

Leaderdrive は生産能力を 100 万台規模へ拡大する計画[12]。HDS 自身もコスト圧力の高まりを認

め[70]、ヒューマノイド向けの量産投資を「立ち止まっている」と述べた[54]。 

６． 国内の実証でも中国製を使っている。 羽田の JAL 実証は Unitree G1 ほかを使う[2]。データと

ノウハウが中国製プラットフォームの上に蓄積される。 

７． 標準化で存在感がない。 ISO 25785-1 は米国勢が主導し[14]、中国は国内標準体系で先行[29]。

日本の関与は確認できない。 

８． 特許の量と、専業スタートアップの不在。 形態関連で日本は 7%。専業スタートアップの上位

10 社に日本企業はゼロ[4]。 

7．チャンス：取りうる勝ち筋（分析） 

１． 「中国以外のサプライチェーン」の中核を担う。 現代自動車（年 3 万台計画、米国でアクチ

ュエータ内製）[33]、Tesla、Figure、Apptronik など、米韓の量産計画は地政学的に中国以外の調

達先を求めている。HDS の AI ロボット向け北米受注は、その萌芽である[52]。 

２． 部品からモジュールへ上がる。 減速機＋モーター＋トルクセンサー＋エンコーダ＋ドライバ

を一体化した「関節モジュール」で付加価値を取りにいく。HDS のセンサー内蔵減速機、日本精

工の 2028 年新製品がその方向にある[58]。 
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３． 安全・品質・認証を事業にする。 ISO 25785-1 の策定に向け、国内委員会から実証データと

試験法を提案する。日本の認証制度（戦略で計画中）を国際規格と整合させ、「安全認証済みヒ

ューマノイド」の試験・認証ビジネスを国内に育てる。 

４． 現場データの囲い込みと流通の両立。 介護・製造・災害・廃炉のデータは日本固有の資産で

ある[13]。AIRoA 型の共同データ基盤と、企業ごとのクローズドなデータを使い分ける。 

５． 高付加価値の特定用途。 災害対応、原子力廃炉、重量物を扱う製造現場、防爆・耐環境など、

価格より信頼性が問われる領域。 

６． 提携。 機体は海外、部品・安全・現場インテグレーションは日本、という分業。川崎重工

×NVIDIA×松尾研究所のように、AI は外部と組み、Sim2Real の実装力で差をつける[11]。 

8．リスク（分析） 

リスク 内容 深刻度 

中国の価格・量産攻勢 完成品・部品の両面で大幅な価格差（減速機は日本製より 40〜60%安い
との業界推計[5]）。中国国内でのシェア喪失が先行する 高 

AI 基盤の差 価値の中心が「脳」に移ると、部品は買い叩かれる側になる 高 

部品のコモディティ化 波動歯車の基本特許はすでに切れており、性能差が縮んでいる。HDS 自
身が価格圧力を認めている[70] 高 

地政学・資源 中国のレアアース（ネオジム磁石）輸出管理。2025 年 10 月公布の措置
の一部は暫定停止中とされ、再発動の可能性がある[72] 中〜高 

過剰期待・バブル崩壊 出荷の 6〜7 割が研究・展示・データ用途[1,20]。NDRC も過剰生産能力を
警戒[28] 

中（日本の部品メー
カーには投資タイミ
ングのリスク） 

労使・社会受容 現代自動車では Atlas 導入をめぐり労組が反発[35,73] 中 

人材 AI×ロボットの人材と SIer が不足 中 

安全規格での出遅れ 米中が作ったルールに後から適合するコスト 中 

 

9．日米中比較表 

表 日米中の比較（2026年 10月時点。事実と評価が混在する点に注意） 

観点 日本 米国 中国 

完成品 Kaleido9、KyoHA 試作など。量
産出荷はほぼなし 

Figure、Tesla、Agility、
Apptronik、Boston Dynamics（現
代傘下）。量産は立ち上げ期 

AgiBot、Unitree、UBTech、
Galbot、Leju で世界出荷の 8 割
超[1] 
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観点 日本 米国 中国 

部品 減速機で世界上位（HDS、ナブテ
スコ）。ただし侵食中 

一部（アクチュエータの内製化が
進む） 

内製化が急進。日本製より 40〜
60%安い（業界推計）[5] 

AI・基盤モデ
ル FRONTia、AIRoA が 2026 年始動 世界最先端（PI、Figure、

NVIDIA、DeepMind） 
国産モデルと国営データ収集セ
ンター[71] 

データ 現場データは豊富だが流通基盤は
未整備 民間主導で大規模に収集 国家主導で大量に収集 

資金 政府主導。民間リスクマネーは小
さい 

民間 VC が巨額（Figure 評価額
390 億ドル） 

政府系ファンド（約 1 兆元）[31]

＋STAR 市場への上場 

政策 AI ロボティクス戦略（2040 年
1,000 万台・シェア 3 割） 民間主導＋AI 行動計画 第 15 次五カ年計画、標準体系、

補助金 

量産能力 弱い Tesla が計画中、現代は 2028 年に
年 3 万台 

2026 年は 5 万〜10 万台規模（推
計に幅） 

特許（量） 7%（形態関連） 5% 73% 

特許（質） 10% 11%（平均品質は最高） 63% 

安全標準 ISO WG 12 への関与は未確認 ISO 25785-1 を主導 国家標準体系で先行 

特許の数値は LexisNexis[4]による形態関連の有効ポートフォリオの国別シェア。 

10．シナリオ（2030〜2035年、分析・予測） 

シナリオ 前提 日本の帰結 目安の確率
（主観） 

楽観 

米韓の量産が本格化し、中国以外
の調達が制度化（経済安全保障・
関税）。日本が安全規格の策定に
参加 

日本は「中国以外の関節・安全のサプライヤー」として
売上が数倍に。特定用途の完成品でも数千〜数万台規模 20% 

中間（基
本） 

中国が汎用機と中低価格帯を支配
し、米国が AI を支配 

日本は高信頼部品と特定用途で一定のシェアを保つ。た
だし中国国内市場は喪失。完成品は輸入機＋国内インテ
グレーションが中心 

55% 

悲観 
中国の部品の品質が日本に並び、
AI の統合で部品が標準化・コモデ
ィティ化 

減速機も価格競争に巻き込まれ、利益率が低下。国内導
入も中国製機体と海外 AI に依存し、データ主権も弱ま
る 

25% 

 

【分析】判断の分かれ目は 3 つある。①中国製減速機が長期信頼性データ（数万時間）を蓄積する時

期、②米韓の量産（Tesla の年内生産開始、現代の 2028 年）が計画どおり進むか、③ISO 25785-1 の

発行時期と、日本の認証制度との整合である。 
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11．日本企業・政策当局への示唆 

企業（部品メーカー） 

・ 「米韓の量産プログラムへの採用」を最優先 KPI にする。小規模でも先に採用されて実稼働デー

タを取りにいく。引き合いに応じた段階的な投資は合理的だが、能力増強の判断が遅れれば中国

勢に置き換えられる。 

・ 単体部品から関節モジュール・センサー統合へ移り、価格競争の土俵を変える。 

企業（ユーザー・インテグレーター） 

・ 実証には中国製機体を使ってよい。ただし、データの帰属・保管場所・セキュリティ（遠隔アク

セス）を契約で固め、機体を変えても持ち出せるデータ形式で蓄積する。 

完成品メーカー 

・ 汎用機の価格競争は避け、災害・重作業・耐環境・高安全の用途に絞る。 

政策当局 

１． ISO/TC 299/WG 12（ISO 25785-1）に日本の専門家と実証データを早急に投入する。日本の

認証制度は国際規格との整合を前提に設計する。 

２． 官公庁の需要（災害・廃炉・インフラ点検）を、国産・中国以外の機体とモジュールの初期

市場として使う。 

３． FRONTia・AIRoA の成果を、ロボット行動データと VLA に確実につなげる。データ流通の

仕組みと、データ主権のルールを整える。 

４． レアアース磁石の調達多様化と備蓄を、ロボット部品の観点から再点検する。 

12．知財戦略上の示唆（分析・推奨） 

１． オープン・クローズの線引き。 クローズ：減速機の材料・熱処理・歯形の微細設計、製造プ

ロセス、寿命・故障モードのデータ。これらは特許より営業秘密とノウハウで守る方が有効で、

公開特許からの模倣を防げる。オープン（特許＋ライセンス）：関節モジュールのインターフェ

ース、安全機能（転倒時の保護停止、力制限）の実装方式。標準に入りやすい技術は、出願した

うえで標準化に乗せてライセンスする。 
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２． 標準必須特許（SEP）の狙い方。 ヒューマノイドの安全規格は通信規格と違って性能要件型

で、SEP は生まれにくい。それでも、試験方法、安全機能のインターフェース、データ形式（遠

隔操作データ・学習データ）の標準には SEP の余地がある。中国の標準体系（2026 年版）と各国

規格の差分を監視し、日本の技術が「適合手段」として必須になる箇所を狙って出願する。 

３． 部品レイヤーで知財を効かせる。 中国・米国・韓国で、モジュールや統合構造（センサー内

蔵減速機、中空構造、配線一体化）の権利網を厚くする。中国の大量出願に対しては、日本の産

業用ロボット由来の先行技術を無効資料として整理し、権利行使された場合の防御力を準備する。 

４． データと AIの知財。 学習済みモデルや現場データは、特許より契約（データ利用許諾）と営

業秘密で管理する。共同データ基盤に提供する際は、帰属と派生モデルの利用範囲を明確にする。 

５． IP ランドスケープの運用。 専業スタートアップ（Fourier、AgiBot、Figure、Apptronik など）

の出願を継続的に監視し、提携・M&A・FTO（他社特許を侵害せず事業できるかの調査）の判断

に使う。日本の平均特許品質は 2021 年以降低下しており[4]、件数よりもファミリーの国際展開

（米中韓欧）の厚さを優先する。 

13．留意点 

・ 出荷台数は調査会社によって大きな差がある（2026 年上半期で Counterpoint は 2.2 万台超、IDC

は約 2.5 万台）。「ヒューマノイド」の定義（車輪型・上半身型を含むか）も統一されていない。 

・ Goldman Sachs の 2026 年の上方修正、Morgan Stanley・Macquarie の予測、令和 9 年度概算要求

の数値、HDS のヒューマノイド向け投資額・売上目標は二次情報であり、一次資料では確認して

いない。 

・ HDS の 2027 年 3 月期第 1 四半期の受注増の主因は、会社説明では手術支援ロボットと半導体で

ある。 

・ ISO 25785-1 への日本の関与、ムーンショット目標 3 の最新進捗、トヨタ/TRI、ホンダ、PFN、

Telexistence、Mujin、ソニー（センサー）、ミネベアミツミ、ニデックのヒューマノイド関連数

値は確認できなかった（未確認）。 

・ シナリオの確率は筆者の主観的評価であり、統計的推計ではない。 
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https://tech.slashdot.org/story/26/07/25/0343230/
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